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はじめに  

フ ィリ ピンはローマ・カトリ ックの信徒が総人口の85％以上を  
占めるキリ スト教国である。しかし教会における信仰形態を中心と  
したものばかりでなく、民衆の漸に脈々と実修されてきた信仰習俗  
や、それと正統力 卜】jシズムとが習合した形態もまた数多く見出さ  
れる。そのような民衆宗教としてのフォ▼－ク・カトリシガムが小論  
の議論の中心である。   
フォーク・カトリシズムについてはF・リンチが次の上うに定義  
している。まず教会が黙蕗、不許可、非難のいずれかを示すカトリ  
シガムで、かつその信仰共同体に伝統的な民衆的起源があるもので  
あるく1）。 この様な定義をふまえた上で、本論では以下のような点  
に注目したい。つまりフオ・一ク・カトリシズムがフ ィリ ピン民衆の  

世界観にどの上うな意味を与えているのか。教会を中心とした宗教  
実践の墳を一旦離れて民衆自身が改編した自らの行動の意味づけが  
フォーク・カトリシズムの信仰の様々な形の中に見ら九るのではな  
いか。逆に首えば、民衆は自らの意味づけや将来の望まLい理想を  
明らかにするために、カトリ ック教会の形式に基づく信仰形牒を利  
用しているのである。   
この様な点を歴史的資料に基づいて明らかにしたものにR・イレ  
トの r受難詩と革命」（Pasyon and Revolution）がある。彼はフ  
ィリ ピン革命期の民衆運動を分析し、民衆運動に参加した看たちの  
間には、キl）スト受難詩であるp8SyOnに描かれたキりストに自分た  
ちを重ね合わせるという思考が強く働いて、運動を推進していたこ  
とを明らかにしている。被らは生命をかけて国家の独立を達成しょ  
うと奔走する自身を、死に上って人類を救ったヰ】j ストにみたて、  
キリ ストと同一視することによって行動の原動力をえていた。ここ  

には、民衆がその行動の意味の枠組みや望ましい理想状況を確かな  
ものとするために、カトリシズムの蓑規形態がとら九ていることが  
あらわれている。特にシンボルとしてのキリ ストは、民衆の精神世  

一23－   



界が表出したものであるということができる。   
この上うなキリストのイメージを一旦正統カl、りシズムの場から  
離れ、民衆自身の手によって改編された宗教シンボルとして捉える  
ことほ、民衆宗教を考えるうえで重曹なことだと思われる。特に、  

民衆のひとりひとりが社会や共同体と連関した状態を維持してゆく  
過程で、この宗教シンボルがどのような働きをしているかという点  
について掘り下げていく必要がある。したがって小姶では、個人に  
きわめて近し く生起する事象から国家政治的な事象に至る民衆の宗  
教生宿において、キリストがその中心的なイメージを喚起させてい  

る点に注目する。そしてそれが「癒しのキリスト」と「受難のキリ  
スト」の二つのイメージに凝集する様相を見いだし、こ九ら二つの  
キりスト・イメージの関係を象徴諭的に際明することにしょう。  

l．病者のために来た者  

病いは個人にもつとも近くに起こる宗教事象である。特にそれが  
重いものである場合、個人を取りま く生と死の世界が掃いに凝集し  
た形となって表出する。病いをとり除こう、つまり救いを求めょ う  
とする個人は、その個人の構いという棲めて特殊な状況において宗  
教シンボルを操作することになるのである。   
ここではこの様な観点から、病いの治療におけるシンボルを探り  
出してみたい。とりわけ、心霊治掠師とよばれる人々の治療行為が  
宗教的文脈でおこなわれることがここでの請相である。またこの上  
うな構いの治席が上り宗教的文脈に引きつけられて規定きれる事例  
として、サント・ニーニヨ信仰における憑霊と託宣についても考え  
ていく ことにする。これらの事例から「癒しのキリ スト」の姿を浮  
かび上がらせることができるだろう。  

1）心霊治療と伝統的治療  

心霊治療とは、医学的な手続きをふまずに心霊能力によって病気  
を治嫁することである。現在フ ィリ ピンにはこの様な治療を行う治  
標師が5万人以上いると言われており（2〉、その治梼能力は多くの  

患者な集める。しかし彼らの治療については報告も少なく、その実  
態は知られていない側面も多い。   
その少ない事例報告の中でも、Eleuterio Terte は心霊治療をフ  
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イリ ビンで最初に始めた治療師として知られている。彼は Christ－  

ian Spiritists of the Philippi爪eS を設立し、“我が主イエゴス  

・キリ ストの名において、あらゆる種類の病気を直すこと、それが  

どんな形態で存在していようとあらゆる種類の悪霊を追いやること、  

そして心霊主義の科学を促進すること’●（3）を目的にうたって活動  

を展開している。彼の治撰行為に関する記録には次のょうに記され  

ている。   

“サン・フェイ ビアンで最初に立会った手術は心臓の血液循環作   
用には関係のない部分の凝血といわれているものを取除く手術だ   
った。 ・・ブラザー・テルテは入神状態による婦人霊媒を前の方   
によぷ。先ず、手を霊媒の額にあて、次に手をたたくと、霊媒は、   

その場で深い失神状態になる。他の婦人連は失神状態の霊媒を椅   

子に乗せ、顔にハンケチをおく。この失神状態の霊媒がいると手   

術に必要な F力が得られるJのだそうだ。霊媒を椅子に坐らせる   

や否や、残った婦人連は、テルテや信奉者が現象を起こすのに必   

要だと考えている讃美歌を歌いだす。 … 聖歌隊が歌うと、ブラ   

ザー・テルテも英碍とタガログ碍で主の折りを咽える。 ‥ ブラ   

ザー・テルテの柏が患者の陶に触れてから十秒もするかしない内   
に、男の胸から小きな黒いものが真直ぐ出てく る 一  艇った血   
だ・ （」）   

ここでみられるように、Terte の治頼行為には宗教的色合いが濃  

くみられ、招霊行為も見られる。この上うな治梼の方法は、以後の  

心霊治撰師のひとつのスタイルを作ったと考えられる。   

Terte は自らがト ランス状態に入って治頼をおこなうことはなか  

ったが、Benjie Balakano は一時期ト ランス状態に入って治蝶をお  

こなっていた。   

“ト ランスにはいると、私の身体は板のように硬直し、弛も曲げ   

ることすらできなかった。私は数人の男に椅子に座らされ、その   

状態で聖霊を待つのだ。聖霊が私に入ってくるとやつと動けるよ   

うになり、ト ランス状態の時だけ治梼ができたのだ’●【5〉  

この時憑く聖霊はホセ・リサールのものだと言われており  歳
た
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はト ランスを伴なって、聖霊の世界とのったがりの上に治療  

たたせるというものである。彼に憑依したのは直接にはキリ  

はなかったが、これがカトリ シズ’ムと重なって治標師がキ  
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イメージを帯びるようになるのは、ごく自然なことであろう。   
キリ ストのイノー・ジで捉えられる治梼師の一人に Alex Orbitoが  
いる。彼は幼いときから心霊能力があると認められていたが、知碓  
で治摺しながら地方を巡回するには賞しすぎたため、磯を転々とし  

た。しかしどれもうまくいかず、治頼師となるなら人生を約束する  
という聖霊の声にすがるように治療活動をやり始めることとなった。  
Orbitoの治療では、Lたがって、この聖霊と合一することが重視さ  
れ、キリスト教的儀礼がおこなわれることになる。OrbltDは治撰重  
に入って来ると直ちに中央の椅子に座って数分祈る。それは袖に治  
頼経力が十分発揮きれて神のよき道具となることができるように、  
というものだ。そして会衆も一緒に祈り、聖書が朗読された後に治  
療が始まるのである。治療の間、Orbitoの表情が次第に変わってゆ  
き、意識のより高度な次元へ移行していくという。ある女性はこの  
間に白いハトが Orbito の頭上に降りるのをみたという。   
治療会におけるこの様なキリスト教的儀礼ほ多くの治療師がおこ  
なうものである。数人の治標師による共同の治療会が次のように報  
告きれている。   
“このひどく暑い小部屋で、日時間近く続く礼拝が、初めの清美   
歌と共に開始されたわけだが、タガログ語で、熱情的な歌い方だ。  
「おお、天にまします父よ／この世にて、われらは神を讃美   

する／われらを憐れみたまえ／永遠の恵みをも垂れたまえ／おお、   
主よ、われらは神を崇拝する／頼愛なる子供なり／願わくば正し   
いまことの道な示したまえ」。 それが終わると、リ・－＝オノーラ   
は恍惚状態の様子で、身体を震わせながら開会の言葉を述べ、震   
える手と牌で脱故地をつかみ、こういった。「天主の御名におい   
て、このよき日の朝、みなさんの一人一人にご挨拶させていただ   
きます。そして、天から授かったこの富を心の中におきめ、ここ   
にお見えになった立派な方々に対し心から感謝される上う希望い   
たします」。 ‥ 次に、聖書の言葉がいろいろと引用きれ、他の   
男女神託者の出番となり、彼らも狩りだした・‥ も霊喋ナヴ7ル   
タが演壇に立ち、イエスや他の偉大な霊だと思うものからのお告   
げを連続的に受けた。今度は、パーフェクト・ロペスが結し、自   
分の治療と他の人連の病いを癒して下さる霊力に対し神を讃美し   
た。礼拝はなおも続けられた。そして、いよいよ治療時間になる   
と会衆は一斉に起立し、讃美歌を歌いだした。  「おお、あわ   
れみ給え、おお、聖霊よ／ここに集まりし吾等のところに、その   
カと御業をこの者に示し給え。／天にまします吾等の父よ／今こ  
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の時、その素晴らしき力を恵み給え／われらの父は主なる袖にて   
力ある神であるから／イエス様、われらの聖師よ／今こそあわれ   
み給え／その宝剣を抜き給え／この世を守り給え」。この讃美歌   
が終ると、聖霊が心霊治療者全員の心と肉体に入ってく るという   
わけだ。 （6〉   

ここでは明らかに、彼ら治療師の能力の源泉がキリ ストに求めら  
れている。先ず主祷文に似た祈りに上って、その場を純粋に医療行  
為のなされる場からキリ スト教的宗教実践の場へと移行きせ、その  
上で神の威力を示すという名目のもとに治煩が行わ九るのである。  
聖書においてキリ ストがその惜し行為を神の証しとして行った上う  
に、心霊治療師の力はキリ スト教における神上り発するものである  
と捉えられる。したがって心霊治療師はここで、キリ ストとパラレ  
ルな関係に立つのであろう。   
きて、心霊治塀師の牒力の根源を、どのょうに捉えればよいだろ  
うか。これには伝統的治療との対比が有効であろう。Salazar は病  
いの分類、治頒の手続き、宗教的観念とのつながりの諸点について、  
心霊治肩と伝統的治療とを対比きせている。まず伝統的治療体系に  
おいては、薬品の領域にとどまる病いと、精霊の領域にかかわる痛  
いとの区別が明確になされている。babaylan や katalonan とよば  
れる民間治肩師の治模する病いは、精霊の世界と関連したものであ  
る。心霊治療師もこの点は共通しており、彼らは薬剤師によって治  
療きれる構いと、それに上っては治らない病いとを区別Lている。  
心霊治療師は、投薬によっては治らない病いを治梼する。   
つぎに治療の手続きが比較きれる。伝統的治頼体系においては霊  
魂に二重性を揉め、それに対ん古した結締方法がとら九る。二つの霊  
性とほ、kaluluYa：魂、知的道徳的活動に不可欠であって死後には  
anito に転化するものと、ginhawa：活力、生命力、である。この二  
重の霊魂観は、二種の病因をも説明する。すなわちkaluluwaの方は  
身体から抜け出すことが痛いを引き起こすと考えられるのに対し、  
ginhava は身体の一瓢に位置しておりaswangとよばれる病原がその  
部位を占拠したとき痛いが起こると考えられている。したがって伝  
統的治療は、kaluluvaを身体に再び呼び戻すか、aSWangを追い払っ  
てginhaw8 を再活性化させるかの治療をおこなう。心霊冶席の場合、  
エネルギーを患者の身体に送り返すマグネテ ィ ツク療法は前者に通  

じるものであり、疾病部位を身体から取り出す外科手術は後者に通  
じるものであるという。   

最後に医療一宗教的観念という点が比較される。病いの治頼をそ  
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れぞれの宗教的信仰休系の中に見いだし、治療を一種の宗教体験と  
見なす点において、両者に相違は見られない。ただ“katalonan た  
ちがそのト ランスにおいてanito を■乗り移らせて守護されるのに射  
し、心霊治療師はキリスト教の神格の中の様々な聖人たちに守護さ  
九”（7〉 て治療をおこなうというわけだ。   
この様にSalazar は心霊治煽を伝統的な民間治療との対比で捉え、  
その連続性を強調している。しかL、治療におけるシヤーマニッ タ  
な伝統がキリ スト教社会に受け入れられたのが心霊治療師であった  
としても、彼らの治療プロセスにはキリストの寛が直接働いている  

とは言いがたい場合もある。その上、上記のょうな図式が成立した  
としても、それはシヤーマニッ  タな伝統がキリスト教化したシンク  
レテ ィズムの閉館となってしまう可能性もあるわけで、これだけで  
は民衆が自らの意味世界を表出するシンボルとしての「球しのキリ  
スト」煉は浮かび上がってこない。そこで次にキリ ストが直接憑依  
するサント・ニーニヨ信仰を取り上げたい。  

2）サント・ニーニヨの壊し  

フ ィリ ピンにおけるサント・ニニーーニ ヨ信仰については、寺田勇先  
の研究に群Lい（8）。 「幼きイェズス」を意味するサント・ニーニ  

ョを崇拝の対象とする信仰形態ほ、1950年代、丁ウグスチノ派修道  
士に上るノヴュナ（祈祷会）の紹介と、1965－66年におけるフ ィリ ピ  
ンのキリスト教化400年無において、フ ィリピン全土に広がって  
いった。したがってフ すリ ビンにおいてサント・ニーニ 甘信仰が一  
般的になったのは1970年代であり、信仰印休が結成されたのもその  
前後であった。寺田がインテンシプな調査を試みた Pinagkaisahan  
Sambahayan sa Bandilang Bundok（9）もその時期に創設された信仰  
団体のひとつである。以下には彼の記述にしたがいながら、サント  
・ニーニヨの漆Lについて考えて行こう。   

Pinagkaisahan の祈祷会はdasalとよばれ、日曜日ごとにこの団  
体が根ざすラグナ州マハイハイで午前8時と午後3時の二回おこな  
われる。dasalはロザリオの折り、聖歌詠唱、任意の折りと進んで  
ゆき、応々にしてkasangkapan仁＝＝ と言われる女性職能者がトラン  
スに入り、サント・ニーニヨの言葉を会衆にのべ伝える。もう一つ  

の活動は治療活動であって、これには一般的な治療と抜歯の二種類  
がある。一枚的な治頼においてma爪ggagamOt とよばれる拾梼師は、  
患者と霊との関係を探りながら病因を判断する。患者が瀬棚性で発  
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作を起こしmangg8gamOt の手に負えないときはkasangkapan が登場  
し、直接患者の霊と対話をすることになるのである。この上うな治  
療はPinngkaisah8n の聖堂が「治療所」とも上ばれるほど日常的に  
d8S81の前後に行われており、治僚を求める会員以外の会衆も多く  
参加するという。  

次にその折祷会の様子を詳細に見てゆこう。dasalの構成は祈り、  
サント・ニーニーの托宣、治頑という三つの内容からなる。会のは  
じめの祈りⅠ土k8Sangkapan がサント・ニーニヨを憑霊きせることを  
促すものとしての性格が強く、会の中心は会衆がサント・ニーニヨ  
の言葉を聞き、税別や治療を受けることにあるょうである。サント  
・ニーニ Pの託宣は会衆との対話に上って伝えられるもので、その  
内容は次のょうなものである。“①罪の掩い改め、家庭不和の解消、  

悪癖悪習の廃止、隣人愛、同胞愛、敬老、自己犠牲、相互扶助の実  
践などの教えと戒め、（診心から折れ、ロザリオの祈りを毎日唱えよ  
といつた正Lい信仰の奨励、③カトリ ックの年中行事、特に聖週間  
の過ごL方の教示、（参カトリ ックを含む現存の宗教に対する批判、  
⑤選ばれたものとしての犠牲と使命遂行の強調、⑥ト ラン久の真偽  
の見分け方と、偽りのシャーマンに注意せ上との製舎、⑦終末の白  
の預言”＝＝である。   
一方治横行為は、この様な言葉な媒体とした接触ではなく、行為  
を媒体としたものである。祈祷会に参加する会衆はサント・ニーニ  
ョの託宣と同様に、その何らかの行為をも期待する。サント・ニー  
ニ8が会衆にはたらきかける行為には、税別も含ま九る。祈祷会に  
奥まった会衆はそのためにロウソクや水、ロザリオや食物などを持  
ち寄り、それらの祝別を会の最中に求めることもある。   
“s．¶．：ああ、払は長居できない。食物座視別したら、あなたが  
たのものだからね。おいとま しなくては。  

（男が何かを祝別してくれるょうサント・ニーニ ヨに将む。）  
それは何？ 時間があんまりないんだけど。  

男 ：ドン・ジュワンです。  
S．N．：ちユつと待って。食べ物を税別するまで静かにしてて。  
そこの子供、キャンディをかして。写真をとってもらい  
たいな。今、写真が欲しいんだ。何枚？ 一枚。”（】2）   

祝別をするときk8Sangkapan は祝別するものを右手に掲げ持ち、  
それの冊で十字を切る。またサント・ニーニヨが洗礼に酷似した儀  
礼を執り行なうこともある。治療行為が行為を媒体とした民衆との  

一29一   



接触であることは、特に述べる必要はないだろう。祝別と治撰が平  
安を与えるという点で共通性があることは、以下のメ ッセージにも  

うかがえる。   
－神 ：・・私の祝別があなたがたと共にあり、あなたがたの魂が  
各人において平安である上うに私の恵みを受けるょうに。  
また自分の使命の重みに疲れている私の息子のために祈  
り、もう一度ここに来させなさい。特に、あなた達が永  
遠の平安をうけるように。そうすれば望んだものに癒し  
が与えられるだろう。…癒しの際に用いるものは、母の  
ょうな畑から包まれた花とロザリオである。それを水に  
いれて、‘oxorus，OptemuS．Opbenus’と唱え、その目  
をぬぐいなさい。   （13）   

このような税別と治頑に相同性が見いだされることによって、サ  
ント・ニーニaの癒しは保証される。サント・ニーニヨの霊を憑依  
きせたkasangkapan の治僚は瀬畑性の発作など重症の場合であり、  
それ以外はmanggaga爪Ot が患者に十字を切り、ココナツの油を塗っ  
て心惟から遠いところからマッサージをしていく。そして最後に主  
祷文を咽える。発作が起きるとサント・ニーーニニ… 自身が患者を抱き  
起こし、直接主祷文を唱えて発作をおきめる。また病因を探るため  
にサント・ニーニヨが患者に宿っている霊と対話することもあると  
いう（14）   

以上、Pinagkalsahan の祈祷会には、託宣と治療を通して会衆が  
サント・ニーニョに強く結びつく様相が見られる。祝別ひとつをと  

っても、教区司祭のところには行かザ彼ら独自の税別を受け、また  
聖週間においても教会の儀礼上りも堪ら自らの団体内での俄礼な頻  
繁に行なうという。このような彼らを、公教会は決して非難しない。  
もしそうすれば“サント・ニーニヨの霊に導かれて活動をつづけて  
いる人々は教会から遺ぎかつていく ことだろう。そして追善きれた  
サマハンは、秘儀の結社としてしか生きのびることができず、そう  

なると彼らは、自分たちこそが真の宗教をになう ものと主張し、カ  
トリ ック教会に敵対する存在ともなりかねない （1S〉ことを、公教  
会自体が知り尽く しているからだ。しかし公教会から見るとそのよ  
うな必要悪的存在意義しか持たないとしても、ここには個人におけ  
る宗教のありかたの一様態が示されている。祈祷会に参加する人々  
を動かすものとして、公教会の提示する信仰箇条より も、サント・  
ニーニヨが棺りかけたり働きかけたりすることの方が、より重みを  

持っているのである。このような「救い」こそ、民衆の心の希求す  
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るものなのである。  

それでは以上に見た心霊治療とサント・ニーニヨ信仰の事例は、  
どのような点において民衆自身が改編し彼ら独自の意味世界を表出  
させたものとなり うるのであろうか。確かにこれらの事象は先にも  
少し触れた⊥うに、先スペイン朋のシヤーマニックな伝統がカトリ  
ックの文脈におかれたと見ることもでき、両者に共通してカトリ ッ  
クの儀礼が強調されていた。しかしこれらの治摂行為に引きつけら  
れてゆく民衆の側から見れば、カトリ ック儀礼を維持することが必  
ずしも最使先されているわけではない。むしろ彼らの最大関心は自  
身が癒されることである。冒頭にも見たとおり、癒しは個人にもつ  
とも近い位置に生起する。つまり個人の身体に働きかける。この点  
が宗教的シンボルに結実する際に、もつとも都合の上い表現が「癒  
しのヰりスト」である。つまり「癒しのキリスト」は、宗教的救い  
を見通しつつ、個人的状況にそれが何らかの寄与をするという表現  
なのである。   
ただ「癒しのキリ スト」のイメージが共有される点は、それがサ  
ント・ニーニ首＝幼な子のイメージで捉えられることとともに、こ  

こでは未解決のまま残る。幼な子イエズスの癒しの能力は聖母と対  
になって発揮され（18〉、このことが母子関係という社会的価値と連  
動すると考えることはできよう。ただしここでは閉局点を指摘する  
にとどめてお く。  

Ⅱ．闘いのための十字架  

先には「癒しのキリスト」が個人の身体に関する事象にあらわれ  
る様相を検討した。それに対L、ここではキリストが大きなカテゴ  
リーをまとめ上げる力となっていく ことを取り上げる。これは、国  
家政治的次元での統合においてもつとも顕著にあらわれる。スペイ  
ンの植民地であったフ ィリ ピンが国家意識に目覚め、国家的規模に  
おいての独立を目指す闘いにおいて、 paSyOn によって与えられた  
「受難のキリ スト」のイメー・ジ1は、その開いの旗印となっていた。  
運動参加者はその運動においてキリ ストの受難を追体験し、paSyOn  
の鋭く黙示録の世界を希求したのである。   
R．Ileto はこのょうな観点を歴史資料の中から抽出L、みごとな  
分析力をもって民衆運動の内的世界を描き出すことに成功している。  
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彼の視点は、民衆の中のヰ】j スト・イメージを捉えるという小論に  
とって、特に「受難のキリ スト」を浮かび上がらせるために不可欠  
のものである。以下ではIleto や他の先行研究に上りながら、フ ィ  
リ ピン革命前後の民衆運動において、「受難のキリ スト」がいかに  
重要な意味を持っていたかについて検討していく。  

1）サン＝ホセ兄弟会   

19世紀前半のフォーク・カトリシズムにおいて顕著な活動の一つ  
に、兄弟会活動が上げられる。ここで取り上げるサン＝ホセ兄弟会  
はApolinario dela Cruz を中心として民衆にもつとも近い位置か  
ら発足したものであった。1830年代に会が結成きれた当初は、巡礼  
豊山や祈譲会など、純粋に宗教的な目的を持っていたものが、組織  

が巨大化するにつれスペイン当局からの弾圧を受け、異端集団とし  
て蜂起の道を選ばざるをえなかった、というのがこの兄弟会のたど  

った歴史の大枠である。   
もともと宗教的色彩の強かったサン＝ホセ兄弟会は特定の祈祷集  
会を持ち、自身の宗教的陶冶につとめていた。祈祷集会で詠唱きれ  
る「天国の平和の言責歌」という42説からなる四行幹では天国での完  
全性が強調きれ、会員たちに来たるべき将来の理想像を提示した。   
“高貴な生まれも下級の者も  
富んだものも貧しいものも  
みな同じよ うに見える  
これは神の繋いである・  
太陽の坤さや  
月影できえも  
彼らの前にほ  
みすぼら し く霞んでしま う （】7）   
天国での一体性は、現実の社会的地位の差を放棄したうえに築か  
れるもので、1ivanag（光明）に満ちたものである。この1iwanagの  
イメージはpasyonにおけるキリ ストのタポル山での昇天の場面に通  
じるもので、これを得た人々は真に互いに愛し合い、天国での真の  
盲と知を与えられることになる。この様な見解を会見たちは、祈祷  
会を中心と して常に共有することになった。   
一方 Apollnario は兄弟会とは書簡で連絡を取り、会員たちを精  
神的に鼓舞する。このメ ッセージは11eto によると、超越的レベル  
と凝集的レベルの二つを持っていた。超越的レベルにおいては現在  
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の経験をキリストとの関係においてみようとするもので、1iwanag  
の概念が重要となる。姫集的レベルは日常の苦悩や闘争に意味を持  
たせょうとするもので、100b（内的自己）の概念が重要視きれる。  
これら二つのレベルは、苦悩に満ちた100bをヰリ ストの10Wanag が  
救うという点で互いに関連し合っている＝9㌔ つまり日常における  
自己とpasyonをはじめとするキリストのイ メージとの往復連動をき  
せる作用を、彼のメ ッセージが持っていたということである。   
Lかしそ九だけではなく、Apolonario自身がヰ■メ ストに重ね合わ  
されたことが、サン＝ホセ兄弟会運動に終末をもたらす勃発力とな  
った。Apolinarioがキリ ストと結びつけられる理由は、paSyOnにも  
歌われるその低位性と権威である。また兄弟会の会員たちは、Apo  
1inario を通じて自身をもキリ ストに重ね合わせる。この過程にお  
いてはdamay（同一化）という粗食が重要性を帯びる。Apolinario  
を通してキリ ストを休現した会員たちは、自分たちが一体化したも  
のであるという意識から、自らキリ ストの経験に参入する。その一  
例とLて会員たちは盛んに1akaran（歩いて旅をすること）を行い、  
キリ ストの遊説生活にdamay していった、と‖eto ほ説く（19）  
の上うに会員たちは自らをキ■jストに重ね合わせていった結果、キ  
リ ストのえた復活の栄光を求めていったのである。そしてその途上  
には、受難の苦Lみは不可欠なものであった。受難のキリ ストにお  
ける＋字架は彼らにとっては、スペイン当局の弾圧によ  

儀なく きれたその状況を甘受することであったのだ。か  

起
 
 

蜂
 
 

余
ら
 
 

を
自
 
 

し て  
をキリ ストと重ね合わせた会員たちは、1841年アリ タオの地で、完  
全な1i▼anag をえるためにスペイン軍と対峠したのであった。  

2）革命結社カテ ィブナン  

革命結社カテ ィ ブナンは1892年、A，Boniねcio を中心としてマニ  
ラで結成きれ強大な勢いでタガログ諸州に広まった。18g6年、革命  

工作を準備していた彼らの活動が暴露され、弾圧による解体の危機  
にきらされたカテ ィ ブナンは、逆に蜂起宣言を発布し郊外の弾薬庫  
を襲撃することでフ ィリ ピン革命が始立った。この動きが急激に広  
まったのは、民衆が決Lて受動的、盲臼的に革命に従属Lたのでは  
なく、カテ．イブナンの革命思想が民衆を主体的に参加させる動機づ  
けを持っていたことによる、とIleto は見る。それほカテ ィブナン  
の指導者の様々な宣誓書、カテ1プサンの儀礼、当時作られた詩歌  
などにみることができる。  
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まず、カテ ィ ブナンの中心人物Bonifacio は機関誌 Ⅹahyaan に  
「タガログ人が知るべきこと」という文章を掲載し、革命の指針を  
示している。この文章は、1）スペイン到来以前のフ ィリ ピンの状  
況、2）スペイン人の到来、3）スペインの圧政に苦しむ現状、4）  
革命の宜嘗、という四つの内容からなっている。これはpasyonを枠  
組としており、エデンの溺からキリ ストの復活までの大きな流九に  
重ね合わせることができる。すなわち、1）エデンの薗、2）失楽  
園、3）キリ ストの受難の苦しみとそれを共にするマリアの苦悩、  
4）復活、という筋だてが読み取れる。   
Ralayaanの編集人であったE．Jacinto の宣誓壱にもこのような枠  
組がうかがえる。その内容の概略は次のようなものである。   
一点の星もない暗闇の中、一人の青年が怒りと失望に疾している   
その時、白い蒸気の後光に包まれたものが現われて、自分がいな   
ければ地上に真実の喜びはないという。彼の名は Xalayaan（自   
由）である。青年が現在の惨状を説明すると彼は過去の幸福な状   
態から鋭きおこし、その自由のもとに命をも捨てる覚悟のあるも   
のはその保護と慈悲を受けるであろう、と言って去っていく（28）  
この場面設建は、神が啓示を与えるという設定に通じるものであっ  
て、paSyOnにもとづいて過去から現在まで状況を鋭く ことによって  
のみ、青年は目覚めるのであるとIleto は述べている（21）。このよ  
うなpasyonのイメー・ジと重ね合わせられた：カティブナンの活動指針  
が、民衆を大き く動かすものとなったのである。   
キリ ストの受難の経験への参入は、カテ ィナナンへの加入儀礼に  
も見られる。この加入儀礼ほ次の四つの段附からなっている。   
1 新入会見が目隠しをされて典会所にはいる：これはカルワリ   
オの頂にある境界の門を く ぐるものと想定される。カルワリ オは   
キリ ストの受難の地であり、この門をく ぐるということは、その   
受難に加入することを意味する。   
2 maba18Sik（恐ろしい兄弟）の威嚇：決意を確認するための   
様々な肉体的試練が課せられる。   
3 三つの質問：80nifacio の宣宮書に基づいて、フ ィリ ピンの   
過去はどうだったか、現状はどうか、将来はどうか、という三点   
に関しての問答が行われる．   
4 リーダーの説教：“親愛なる同胞よ、私に憐れみの心を抱い   
てくれ。君が長い間、私に差し伸べることなく貯えてきた、君の   
力はどこにあるのか。それをいま私に差し出してくれ。耐えがた   
い抑圧と苦しみのなかにいる私に同情して くれ。・私はいにしえ  
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の「自由」である。‥私は、その昔タガログ人と別離した、いに   

しえの「至福 ginhava」である。私はさまざまな幸せを人々に心   

に与える者だ。私を救い出してくれ。そうすればわれわれは、完   

全なる平安を共にすることができるだろう”（22）   

天国の門というpasyonのイディオムは、苦しみとginhawa の境界  

に位置する。そしてそれを開くのは、キリ ストの受難と死である。  

したがって、1）～4）を通して、完全なるginhawa をえるために  

は、き まざまな試練を覚悟でその門を く ぐらなければならず、その  

門を く ぐることはすなわち、キリストへのda皿ay を意味することで  

ある、とIleto は述べている（23）。  

Ileto はまた、カテ ィナナンのメンバーによる詩歌にも革命思想  

が顕著にあらわれており、そこにはナシ ョナリズムのイディオムと  

宗教的イディオムが併存していると考える。次はBonifacio の兄弟  

の手に上る詩である。   

“我が母スペ インよ、われらフ ィリ ピノ  

汝の息子、許したまえ  

訣別の時が来たのだ  
汝の看過の故に  
汝の母性の欠如の故に  
低き着たち上、歩きだL  

若葉佳に耐え忍ばう  
丘や森に向かおう  
短剣や槍を使おう  
さあ、母国フ ィリ ピンを守ろう  

きらば、札の祖国  

陽の暖かき恵み多きこの国よ  
おお、喜ばし く まぶしき太陽  

創造の神のたまものよ”（24）   

この詩は母と子の別離をテーマとしている。これはpasyonにおけ  

るキリストとマリアの別離の場面とパラレルである。しかしpasyon  

の伝統が民衆に理解できるものとしているのは、植民本国スペイン  

との別離だけではない。母なる国の概念は聖母マリ7の民衆イメー  

ジと重なるのである。マリアはpasyonにおいては、息子がその聖職  

を遂行するに当たってそれを見守るフ ィリ ピンの母の理想像を示し  
ているのである。   

この詩は次のような民衆歌となって、民衆の中に革命思想をもた  

▲■－ し／ニ√  
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“さあ同胞上、歩いて行こう  
山や森に達するように  
ボロや槍を手にしよう  
そLて我々の生まれた国を守ろう  
恐れるな、母なるフ ィリ ピン  
どんな運命がふりかかろう と  
我々は闘いをやめない  
探しているkalayaanが見つかるまでは”（25）   
この歌の作者は未詳だが、前掲の詩にもとづいている事は明かで  

ある。このような詩歌に上って民衆が銘記した革命意識は、p8SyOn  
に強く某打ちきれたものだった。そこでは教会やスペイン当局をバ  
リサイ派人と見なし、それらに苦難の道を強いられる民衆が受難の  
キリストに重ね合わされていく。国家の独立とkalaya8nの獲得は、  
民衆にとってキリ ストの復活の栄光と同一線上にあったのであり、  
この点でカテ ィブナンの革命運動は、民衆のひとりひとりを国家レ  
ベルの政治行動に組み入れることに成功したのであった。  

3）革命後のいくつかの運動  

カテ ィ ブナンの蜂起に上る革命は1897年、1guinaldoの80nifacio  
排斥により変質し、18g8年、バリ条約によt」フ ィリ ピンはアメリカ  
に委譲され、革命は水泡に帰した。しかしその精神は民衆に残り、  
それを獲える帯や歌が出まわった。Tandi8maの「我々の兄弟の生涯  
の物詣」もその一つである。この122節からなる相律叙事詩には民  
衆にとっての革命の意義が明稚に現われている、と】1eto t土考えろ。   
ニの辞はまずunos（嵐）の状況描写から始まる。unOSはgulo（混  
沌）の表現であるが、エルサレムでのメシア誕生を予兆させるもの  
である。続いて如実の人々が監獄につながれている場面、カテ ィ フ  
ナンの決起が描写される。ここではやはり、母子関係を絶ち切って  
カテ ィ ブナンが100bに目覚めたといった表現がなされる。次にカテ  

ィ ブナンの組織力に見る真の智について述べられる。真の智とはキ  
リ ストにならって1iwanag が100bを照らすことにあって、教育から  
来るものではないという観点である。そしてスペイン側の反応と対  
処、カテ ー プナンの解体へと進んでいく。ここでは▼ik8一Vika（個  
人を悪に誘う力）という請が用いられる。この跨はpasyonではイブ  
やバリサイ派人につきまとう もので、弱い100bに上る。Åguinaldo  
はこのwika－Wlka に負けたのだとする鋭明ほ、民衆の政治認識に有  
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勒であろう。（28〉   

ここには母なるスペインとの関係を絶ち切ってカティ ブナンに上  
って結集した民衆の力が解放への力となり、真の母フ ィリピンに再  
統一きれていく、という革命過程の認識が明らかにきれている。母  
子関係の切断という点や、カティブナンの活動をキリ ストの受難に  
重ねるという点、革命の敗退を宗教的罪悪に帰する点など、民衆の  
受容するカト】j シズムの形態に基づく ものであることが理解される。  
この上うなカテ ィ ブナンの精神は、民衆のカトリシズムの琴線に触  
れ受難のキリストのイメージを喚起きせたがゆえにその後も大き く  
残り、闘争を続行していく際の表現形態や闘争の指針を与えたので  

ある。   
続行きれた闘争のひとつにl，lalvarの抵抗運動がある。彼は「lも  
争中の同志・兄弟達へ」という宣言書を出し、これをきつかけとし  
て米支配下での大きな運動が起こった。これは、1）謙遜と低位性、  
2）過去の革命家の想起、3）其の智の必要性、4）国家の受難へ  
の参加、という内容で構成されていた。それぞれは、1）キリスト  

の生涯、Z）loobの清浄化、3）バリオの知恵、4）聖ヨ・ゼ7の加  
護、に対応する。ここにはカトリシズムの民衆的展開がうかがえる。  
】alvarは運動に参加する民衆の動機づけが個人の上り良い暮らしで  
あることを認識しており、それをまとめる上でアメリカに対する母  

国の防衛、各個人の生死の闘争という点に単純化した、と11eto は  
述べている（27）。この、各人個々の要求をまとめ、弛もが納得する  
ということをカトリシズムのイディオムで捷示Lたものが、キリ ス  
トの受難だったのである。  
1gOl年、カテ ィブナンは事実上解体したが、これを再興きせたの  
がl．Sakay という人物であった。Sakay は地方レベルでの抵抗運動  
を指導していたが、1902年カタガルガンの共和国を樹立し、米勢力  
との対立を前面に押し出す。この時彼は「闘いの秩序」という宣言  
を出している。ここで彼は、これまでの粁争には100bの統一が欠如  
していたため革命が成功しなかったとし、100bを統一することで真  
のkalayaanが実現すること、他者へのdam8y に上って前カティ ブナ  
ンと合流し、国家の統一へと向かうことなどが述べられている。こ  
のloobの統一について、他端雪浦は“大切なことは、同志や同胞の  
抱える痛みや苦しみに、共に関わり共に感じ、そして共に行動する  
ダマイ（damay）の精神であり、思いやり（p8gmaⅦa18Sakit）であ  
る。そして、それらほ心と行動が一体となって表出される生き方そ  
のもの（kaugalian）となっていなければならない’●【28）と述べて  
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いる。このdam8y についてSakay は、paSyOnにおけるキリストの受  

難を示す ■kaawa－al甲a （去れな）という籠を用いて自分たちの状  
況を表現し、キリ ストの受難にda桐y することを強調する。ここに  
おいてキリストの受難は、弛もが了承し受容できる目的として革命  
運動に参加した民衆に受けとめられる。その基盤には受難のキリ ス  
ト をめぐるフ ォーク・カトリ シズムが存在していたことは言うまで  
もない。 この様な革命後の動きとして、Ileto はこのほかにも、  
F．Salvador のサンタ・イグレシア兄弟会運動を上げている。彼に  
は憑霊能力があると信じられており、山中の兄弟会居留地から頂上  
に上って彼の霊魂が天国をさまよい、神との交信によってえたメッ  
セージを会員たちに送った。このことは、彼がキリ ストの弟子の－  
人であるという主張につながる。またそのメッセーージ自体、paSyOn  
における重要なテーマである苦しみのキリ ストのイメージを共有さ  

せるものであり、これは人々にあわれみの経験を喚起させるもので  
ある。これによって兄弟会は宗教的・政治的結常を高めていったの  
だ、とIleto ほ考えている（29）。  

pasyonにおいてあらわれるキリ ストを民衆自身は政治変革におい  
て内在化させ、結果として受難のキリストのイノー・ジがこれらの事  
象に現出することは、本章においてく り返し述べてきたことであり  
多言を要しないであろう。これはつまり、政治行動がキリ スト教的  
コンテキストにおいて捉えられ、意味の枠組を与えられてきたとい  
うことである。上記の事例において表出きれるカトリシズムの表象  
ほ、一旦民衆の塙に降り立ちそこで民衆自身に上って組みかえられ  
改編き九たものとなり、その上でカトリシズムの輪理の形態となっ  
た意味の枠組が、民衆運動を律L一定の見込を与えるのである。こ  
の最たるものはpasyonである。paSyOnにおいて諏られ、あるいは歌  
われて民衆の心の中に刻みつけられたキリ ストのイメー・ジが、民衆  
運動に一つの理想條を塊供するのである。   
それではなぜ「受難のキリスト」のイメージが国家の急変期に重  
要な意味を帯びて現われるのだろうか。江冒されるのは、キリ スト  
の「受難」は「癒し」とは性格の異なる救いの形であるという点で  
ある。「癒し」が個人において救いと同義であったのに対し、「受  
難」はキリ スト教の教義では人類という包括的概念において救いと  

同義とたる。それは人類の罪を払拭するという積罪感にもとづく も  
のである。したがってキリ ストは受難という一点において、より広  
範な対象に受け入れられることになる。この条件は、フ ィリ ビン革  
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命期において民衆が国家的規模の統合を必要と‘していた状況に不可  
欠であった。つまり、「受難のキリ スト」は社会化、集団化、統合  
化を促すシンボルとしての働きを持っていたことになるのである。   
きらにまたこのことは、受難のキリ ストが苦難の果ての栄光とい  
う一定の理想像、価値観を民衆運動に与えることからもわかる。民  
衆運動においてひとびとは、生命への執着や富にもとづく価値観を  
空知なものとし、死一旗活観に上って行動に形態と意味を与えてい  
くのである。これは、ある意味で危機状況にたたされた運動参加者  
の、いつ死ぬやもわからないという条件に合致する。この時、死を  

恐れる必要は全くなく、むしろ連動の成就のためにはもっとも理想  
的なのだときれることは、その条件を無効にするものとして何もの  
にも増して望まし く受け入れられるものとなる。そして死一復活観  
が受難のキリストに上ってもたらされる観念であることは、paSyOn  
を理念的シナIJオとしてもつフ ィリ ピン民衆にあってはごく自然な  
帰結だと考えられる。  

Ⅲ．上みがえったもののために  

前章では「受難のキリスト」がpasyonを通して民衆に掌握され、  
それが国家の急変期に現われることが明らかになった。しかしそれ  
がどのょうな過程を経ているのかは未詳であった。Ileto に上ると  
民衆がpasyonにふれる最大の機会は聖週間であり、毎年繰り返され  
るこの儀礼に上って「受難のキリスト」のイ メージが民衆に定着す  
るという。そこで以下には、リサール州アンプノの聖週間儀礼の叙  
述を通して、キリ スト・イメージを形づけてみたい。またそれに上  
って1章で扱った「癒しのキリ スト」との関連性についても大きな  
示唆がえら九るはずだ。   
アンゴノは行政的には南タガログ地方リサール州に、教区ではア  
ンテ イボロ司教区に属している。その教会は聖クレノントを守護聖  
人とする聖クレノント教会で、人口の約85％が教会に属している。  
キリ ストの死と復活を斉己念する聖週間は、アンゴノにおいてはその  
盛大な祝祭で有名でその準備も盛んであるが、ここでは参与観察を  
おこなった1987年4月13日（月曜日）から19日（日曜日）の、復活  
祭直前の一週間に集中した記述を行う。  
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聖水曜日（撼iyerkoles Santo）   
水曜日は聖週間儀礼の始まりである。聖條を持つ家々はその聖像  
を居間に出して飾り付け、受難詩の朗読（Pabasa ng Pasion）が行  
われる。この朗読は r イエズス・キリ ストの受難物語J（Paslon  
XahalJesus Nazareno）という共通のテキストを特定の節回しで詠  
唱していく もので、61節から成るこの時は木曜日までに終わらせね  
ばならないため、町のあちらこちらで詠唱が聞こえる。聖像を持つ  
家はなるペく多くの人に訪れてもらい、受難詩を朗読して  
その声をマイクで町中に流している。また、いつ人が訪れ  
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 ょうに大旦の料理が用意され、人々も気軽にこれに参加Lている。  

聖條の何では、このほか、ロザリオ祈祷会がもたれることもある。   
夕方になると教会でミサが行われ、この間に家々の聖像は実に乗  
せられて教会に集まってく る。これはミサの後、聖糠行列が教会を  
始点としておこなわれるからである。これは以下の順で聖條が町中  
を練り歩く。  
（Dベトロ像－（診ハコベ像【（卦サロメ健一④マリア・マグダレナ健   
一⑤ベロニカ俊一⑥マテオ像一⑦タダイ條－⑧ヤコブ健一（診ヨハ   
ネ條－⑩ゲッセマニの圃のイユズース像】⑪茨の冠のイエズス條Ⅰ   
－⑫鞭打たれるイユズス條l－⑬鞭打たれるイユズス憮n－⑯茨   
の冠のイユズス像ロー⑬王であるイエズス俊一⑯ナザレのイユズ   

ス像【⑰聖母マリ7條（38）。   
会衆は手にロウソクを持ってこれについて歩くか、家の前にロウ  

ソクを二本立てて聖傾が通過するのを見守る。行列は町の中心地区  
を約二時間半歩き、十時ごろに教会に昇る。   
聖像行列が終わると、町の体育館でキリ スト受難劇（senakulo）  
の初日公演がおこなわれる。これは水曜日、木曜日、土曜日の三夜  
にわけて上演されるキリ ストの生涯と受難、復活の演劇である。毎  
日、一幕五分程度のものが十薫から二十幕連なる形式で演じられる。  
この企画や構成、実施は Sa几1ahan Sacramento というアンゴノの若  
者の有志のグループに上る。聖水曜日は、イユズスの洗礼からヨハ  

ネの処刑までの十幕が11時前から、約一時間をかけて行われた。こ  
の後も聖像をもつ家々では pabasa が行われ、これは結局夜を徹し  
て行われることとなった。受難詩の独特の節回しが町中を包みなが  
ら、聖週間は二目巨巨を遇える。  

聖木曜日（Huwebes Santo）   
町では朝から pabasa が聞こえる。 pabasa は先述の家々のほか  
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に、臨時の小量を立ててそこの近所の人々が集まる場合もある。そ  
こでは聖條はないが、普通の家にあるサント・ニーニヨ像やマリア  
像などが持ってこられ、飾られる。昼過ぎ、隣町ダランガンから苦  
行行列（penitensiya）がやってくる。キリストの＋字架の道行き  
を真似て大きな十字架を担いだり、自らの体を鞭打ったりLてキリ  
ストの死を悼み、また自分の罪を悔いる意味をもつ苦行行列は聖金  
曜日にもつとも多く見られる。このダランガンからの苦行行列は、  
宗教的内省というより教会のための資金集めが目的であった上うだ。   
夕方五時からのミサまでに pabasa は終わっている。この目が洗  

足の木曜日と言われているのは、最後の晩餐の時、キリストが使徒  
たちの足を洗ったからで、この日のミサではこれにのつとった儀式  
がおこなわ九るため、白衣に様々な色の布をまとった十二使徒役の  

男性信者－3】）とバロン・タガログを着た在俗聖職者（32）たちが祭埋  
を取り囲む。説教の後、キリ ストの役である司祭が彼らの足を水で  
濡らし、布で拭いて口づけをして、聖書の場面が再現きれる。また  
この日のミサでは在俗看でありながら聖体を与えることのできる在  
俗聖職者の認定式が行われた。   
ミサが終わると聖体を祭壇から移動するための聖体行列が聖堂内  
を一周する。侍者や十二使徒、在俗聖職者を伴って、司祭が聖体を  
金の嶺に掲げ持って聖堂を右回りに一周し、聖堂内左隅にある安置  

重に移す。この時からキリ ストの受難を遇える準備が始まり、察増  
の装柿は取り払われ、電気が消きれる。   
この後司無は十二使徒と共に、町のある家に行って夕食をとる。  
これは最後の晩餐と言われていろ。最後の晩発がイ一浪される嘗は餌一  
mah8n ∬ass Cantadaという任意グループのメンバーの家で、このグ  
ループは毎年もちまわりで最後の晩餐を準備する。この時の食事は、  
pab8Sa の時と同じく註が行って食べてもよいとされており、司無  

と十二使徒の「最後の晩餐」を一目見ようと、大勢の客が訪れて食  
事をする。この時出きれる食事は万病に聞く薬だと言われていて、  
食事に来た人々はそれをビニール袋にいれて、来られなかった家族  
のためにと持って帰る。   
夜九時辛からほ受難劇の第二夜の公演が行われる。この日は二十  
＃のプログラムであって、イユズスの奇跡や有名なエピソードを交  
え、イユズスがユダヤ人に捕えられるあたりまでが上演される。し  
かしこの日の上演を見に体育館に集まっているのは若者を中心とし  
てごくわずかである。多くの信者は聖堂内での徹夜の祈り（vigil）  
を行っているのである。彼らは、イユズスがゲッセウニの園で折っ  
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たときに弟子たちが従ったという聖書の場面にのつとり、電気の消  
きれたミサ後の聖堂で朝まで祈り続ける。これとならんで、アンテ  
イボロの司教座カテドラルに巡礼する一行もいる。この一行はミサ  
の後アンゴノを出発し、的15キロの山道を松明を片手に歩き、カテ  
ドラルに詣でて朝までに帰ってく る。この夜は、徹夜の祈りの組と  
アンテ トポロ巡礼の岨に分れるが、多くは夜を徹して受難の金曜日  

を迎えるわけである。  

聖金曜日（Biyernes Santo）   
朝、まだ暗い町を折りの声が通り過ぎる。十字架の道行きである。  
町の通りにキリ ストの受難の行程を十四の場面に分けた：ステーシ ョ  
ンが作られ、そこを回りながら行列をしていくわけであるく33〉。参  
加者は、前夜から聖堂で徹夜の祈りをしていた人々とアンテイボロ  
から帰ってきた人々が教会で合流し、四時半頃教会から出発し、進  
行するにつれて次第に大勢になっていく。ステーションではまず司  
集が祈り、参加者がこれに答唱を咽え、最後に婦人が各ステー∴イ召  
ンの場面に相当する pasyon の箇所を朗読する。この十字架の道行  
きの行列には、ナザレのイユズス偵と、聖母マリア條の二休の聖像  
が担ぎ出されていた。   
十字架の道行きが六時半頃終わると、午前中は特定の行事はない  
が、pabasa′ト屋を解体したり、聖像の飾り付けを点検Lたりで休む  
暇はない。特に聖金曜E］はpenitensiya が何組も出回り、その度毎  
にそれに続く長い行列が町を往還する。penitenslya には、自らの  
体を傷つけながら歩いて  
を背負って歩いていく も  
Sam8h8n Sacr8mentO が  

上で演じるという ものも  
るので、午前中は騒然と  

はずれで割礼が行われる  

いく ものと、キリ ストと同じょうに十字架  

のとがある。受難劇の上演グループである  

昨日の続きで十字架の道行きのシーンを路  
ある。この様な種々の行列が町中を歩き回  

している。きらにこの目の午前中に、町の  

こと もある。   

午後からは教会での行事が中心となる。まず正午から、「最後の  

七つの言葉」の儀式が行われる。これはキリ ストの十字架上での七  
つの言葉について、それぞれ講話、黙想、朗読、聖歌詠唱がなきれ  
る。これを主催しているのは教会の青年会である。そ九ぞれの講話  
は互いに職業の異なる男性信徒によってなされるが、七番目の講話  
だけは司祭がおこなう。この講話が終わるのがちょ うど三時で、終  
わるや否や祭壇の前におかれている十字架のキリ スト條の後ろから  
花火が火を吹き、それと同時にそのキリ スト像の首がうなだれて目  
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を伏せる。この後、葬送のミサにはいるわけだが、その前にキリ ス  
ト像が十字架から降ろされ、ガラス張りの棺に納められる。あたか  
も本当の遺体に接するかのょうに丁寧に十字架から降ろされ、棺の  
中に花を飾ったり、キリ ストの観を綿でふいたり香水をふりかけた  
りする人、ガラスに顔を押しつけて涙を流す婦人もいる。   
ミサは説教以降の部分が十字架一の崇敬（Pagsamba sa Xruz）とな  
る。これは聖堂内の三か所に設けられた十字架に会衆が口付けして  
ゆく もので、非常に多くの信者が参加するため長い時間がかかる。   
これが終わると、葬送のための聖像行列が行われる。この時の行  
列は以下のよ うなものである。   
G）～⑨：聖水曜日のものに同じ－⑩ピエタ りエズスの遺体を抱   
く嘆きのマリ7）－⑪ブラスバンドー⑫イユズスに関する20のシ   
ンボル（3い－⑬十二使徒－⑭棺の中のキリ スト健一⑬聖母マリア   
俊一⑯ブラスバンド   

水曜日の聖像のうち生きたキリ ストをあらわす聖像がすべて姿を  
消し、連体としてのキリ スト條だけが町を巡る。ブラスバンドも葬  

送行進曲だけを演奏し、参加人数も大幅に増加し、水曜日よりも長  
い行列となる。   
行列が帰ってく るのは十時過ぎである。この後家々では早々にパ  
ーテ ィーをするところもある。また日曜日に行われる batiや da－  
1it（後述） の公開練習が行われるなどして、町が活気づく。  

空士曜日（Sabado de Gloria）   
金曜までの喧騒をよそに、土昭Rの日中は一切儀礼が行わか∴ない  
昨日までの疲れをとるべく、人々は休養をとり、夜七時からのキリ  
ストの復活前夜のミサにのぞむ。この冒頭で火と水の税別が行われ  
る。祝別された復活の火が寛暗な聖堂内にいる信者連の持つロウソ  
クに灯きれる。やがて電気がつけられて、これを境に教会は新しい  
時間を迎える。   
その後九時辛からは体育館で受難牒の最終日の公演がある。この  
日はキリストの受難から復活、昇天までの二十幕である。この時は  
ほかに行事がないこともあって三日間でもつとも多く観客がつめか  
け、キリストの死の場面では静まり返って悲しみをあらわにLたり、  
復活の場面で歓声をあげて喝采を送ったり していた。  

復活祭（Pasko ng Pagkabuhay）   
復活祭の朝は五時のミサの後、Salubong（出会いの儀礼）が国道  
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沿いの広場で行われる。広場には土曜日から舞台と「心」（heart）  
とょばれるつり鐘状のゴンドラをつるす櫓が組まれ、その柱には七  
体の張り子のニワトリがつるされている。一休ずつ、赤、線、ピン  
ク、自、黄、オレンジ、黒に色分けきれており、白い人形には聖ベ  
トロといった名前がつけられている（35）。 Salubo爪g は復活したキ  
リ スト像と聖人條、特にマリア條が出会う儀礼である。アンゴノの  
salubong は有名で、ほかの町の人々も来るので広場は非常に混雑  
している。復活したキリ スト像はミサの後、教会を出発して広場に  
向かう。一方、聖像は広場近くから会場に向かう。その行列の順序  
は、次の通りである。①聖ハコペ懐、②空でロメ條、③聖マリア・  
マダダレナ條、（む聖ヨハネ像、⑤聖母マリ7橡、である。このうち  
①から④までは先に会場に入り、舞台の両脇に二体ずつおかれる。  
マリア像と復活したキリ スト條は会場の入口で文字どおり出会い、  
舞台正面におかれる。   
儀礼ではまず batiという踊りが舞台上で踊られ、次にdalit と  
いう符の朗読がなされる。これはキリ ストの復活をたたえるもので  
ある。それぞれ17歳の少女一名ずつに上るものである。dalit の途  
中、休りの合図に上り、柱の隅につるきれていたこワトリがつり鐘  
状の「心」の端にぶつかり合い、それが開くと中から天使の扮装を  
した幼女がブランコに乗って現われ、復活讃美の歌を歌う。その歌  
の後、「心」がち⊥うどマ】jア像の上に降りてきて、中の天使がマ  
リ7像の寝取を取り去る。dalit 役の少女もこれにならって歌を取  
って、 Salubong は七時半ごろ終わる。そして八時からもう一度ミ  
サがあり、その後、日中は結婚式や洗礼式など家族の祝事のほか、  
実家坊間などなして楽しむ。   
夕方六時にも ミサが行われた後、教会では抽選会（bunutan）が  
行われる。これは翌年の batiの踊り手、dalit の朗読者を決める  

もので、1）kapitana＝来年のdalit 朗読者（一名）、Z）tenyen  
t8＝来年の bati踊り手（一名）、3）konsehala ＝補欠（八名）  
を選ぶ。各バランガイから16歳の少女が集まってビンに入った巻き  

紙を引き、抽選をする。これらの当選が出ると喝采が起こる。特に  
kapitana を推が、どのバランガイ出身者が引くかは注目の的であ  
る。当選者が決まると所属の′ヾランガイと氏名を自己紹介し、その  
後で今年の少女たちが最後のbati、dalit を演ずる。この後 kapit  
8na を引いた少女の家までブラス′ヾンド演奏の行列がなきれる。   
この他しで聖遇間行事は終了する。  

－44一   



蓑：翌週間の流れ  

日  時 間  教  会  個人の家々   屋  外   そ の 他   

15  ロザリオ  
（水）  

18：30  

1g：30  聖像行列  
22：00  終了  

Senakulo  
23：30  pabasa  

pabasa  
17：00  

（木）  最後の晩餐  
Vigil  司教座巡礼  

21：3Cl  Senakulo  
17  4：30  十字架の道行  
（金）  終了  

pabasa小屋解体  

割礼  
penitenti8  

12：00  
15：00  
18：00  聖伸行列  

終丁  
bati練習  

パーティー  

18  

（土）  Senakulo  
5：00  

（日）   聖伸行列  
Salubong  

8：00  
バー・ティー  
¢Ⅹ結婚式  
洗礼式  

18：00  

19：00   抽選会   
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上記の諸儀礼は、真のようにまとめることができる。ここには教  
会が主導するものと、pabasa や senakulo など、民衆を中心に教  
会の外で行われるものとが渾然となって聖週間儀礼全体を構成して  
いることがわかる。これらの儀礼のうち教会主導型のものは、他の  
地域でも同様であるが（36） 、民衆主導型のものは地域ごとに大きな  
偏差がある。しかし共通していえることは、キリ ストの死と復活を  
手触りのあるものとして捉えられるょうな演出が儀礼によってなき  
れる、という点である。教会で洗足式が行われることや、聖金曜日  
におけるキリ スト様に対する深い感情移入などがこれをあらわして  
いる。一方聖條行列は、聖人に対して人々と同様に親密に接し、同  
一意識を示し、聖像が町を練り歩く ことによって社会の一見として  
迎えられるという社会的バターンを反映させたものである（97〉。そ  
れに加えてキリ スト橡をはじめとする聖像がキリ ストの死と復活を  
克明にたどるという点で、聖條行列はキリ ストの受難、死、復活を  
聖週間の時間進行と同時平行させて民衆に視覚、角虫覚を通して現実  
化させる。   
このような「受難のキリ スト」のイメージをより強力に植えつけ  
ているのが pasyon であり senakulo である。Dernetrio は pasyon  
から典礼が教会外の民衆の生活へ拡大した土着画有の形式が sena－  
kuloであり、これは先スペイン期の村の英雄の詩を朗読して記憶に  

会
 
辻
は
 
 

う
」
 
 

的
 
 

宗教的伝統であると述べている（38〉。「受  と どめる  と 
 難のキリ スト  村や地方を越えてそれらを一つにまとめるにた  

る英雄なのである。   
これらがキリ ストの死一復活観を禾現しているのに対し、 Penj－  
tensiya は何を表現しているだろう。もちろん、これはキリ スト を  
目のあたりにした印象を受けるという点で、キリストの受難を現実  
化させるものである。しかし pasyon がキリ ストの死一復活観を観  
念としてもたらすのに対し、peniten51ya は直接肉体に受苦をもた  
らすものと言える。   
きて、これらは「受難のキリ スト」に関連したイメージだが、聖  
週間儀礼にはもう一点、キリ ストとマリ7の関係性も表現きれてい  
る。聖像行列でキ〉メストと聖母のつながりが強調きれることは、  
金曜日の十字架の道行きをはじめとして、葬送行列、 Salubong  

聖
な
る
 
つ
 
0
す
 
 
 

どにも見られる。 paSyOn はキリストの受難の描写が大半  

が、その冒頭はマリ丁の祈りで始まり、聖母被昇天で終わ  
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る
 
 

め
 
い
 
る
探
 
 

た檎成にみられるよ うに、常にマリ アの存在が折り込まれてい  

senakuloについても、聖書には叙述のない処刑前のイエズ  
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マリ アやピエタなどがあえて演じられるのは、キリ スト とマリ アの  

関係が民衆に受容きれているからである。これらから も、聖週間儀  

礼には、社会的な観念である母子関係も表現されていることがわか  

る。   

キリ ストーマリアの母子関係は  ところで、1章で述べたよ  

「癒しのキリ スト」のイノー  
こ
 
 と強く結び付いていた。聖週間にお  

いて癒しが直接示されるような儀礼は見られないが、空木曜日の最  
後の晩餐で出される料理が薬と考えられて重宝されたり、枝の主日  
の際に用いられる枝を燃やすときに出る煙は悪霊を避けるものとさ  
れていることなどに病気治療、壊しといった側面も見いだされる。  
したがって、「癒しのキリ スト」を、社会的観念ではなく直接肉体  
に訴えてイメージさせる病気治療は聖週間儀礼には表われてこない  
が、母子関係が「壊しのキリ スト」と結び付けて考えられるとすれ  
ば、この関係を媒介にLて、病気治療の側面も浮かび上がってく る  
のではないか。  

Ⅳ．むすぴ：フォーク・カトリシズムの二つの位相  

以上に述べてきたキリスト ・イメージの意味作用は図のように整  
理することができる。これは「癒Lのキリ スト」と「受難のキリ ス  
ト」の二つのキリ スト・イメージの関係を考えていく うえで、ひと  
つの方向性を示すものである。この図の前提には、個別性の事象に  
おけるシンボルが統合性の事象におけるシンボルと結合する隙には、  
例えば個人に生起する事象な上り高次に統合する何らかの機構が必  
要であろうという仮定があった。それはまた、フ ィリ ピンの民衆生  
活のあらゆるレベルに浸透しているフォーク・カトリ シズムの有効  

性、穣慢性を間将にすることでもあった。   
果たして、個別性の事象に色濃く見られた「癒しのキリ スト」は、  
翌週闇儀礼において一部変形されつつも汲み上げられ、そこで統合  
性の事象に有効な「受難のキリ スト」のイメー・ジと並立きれ、また  
これを刻印づけるために反復的に演出されることによって統合の根  
源的な力を与えていたのであった。このことを以下に詳細に検討し  
てみょ う。   
まず二つのキリ スト・イメージは、その介在の仕方に相違がある。  
「癒しのキリ スト」が人間の病苦という事象に近づいていく一方、  
「受難のキリスト」は人間の側からある困難な状況を克服するため  
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にその経験に参入するのである。ここでキリ ストは“祭司は地上に  

立って天を見上げる。予言者の場合には、天から聖霊が降りて徳雄  

満たす”（39というシャーマンとプリーストの二つの宗教的職能を  

合わせ持つことになる。キリ ストはこの二つの宗教的職能を、時に  

は幼子の姿、またあるときには死にゆく もの、といった人生のある  

時点に自らを＝お く ことによって果たしている。この上 うな身分の転  

換を起こすのは、フ ィリ ピン民衆の民俗的想像力によるものである。  

これは換言すれば、民衆自身がそのような二つの宗教的職能を二者  

択一的にその場の状況に応じてキリ ストに付与していることにほか  
ならない。   

それではその上うな二者択一的意味付与とその場の状況との関係  
は、どの様に考えられるだろうか。小論に述べてきたとおり、「癒  

しのキリ スト」は個人的状況に、「受難のキリスト」は統合的状況  

に選択されて意味づけをえるということが、まず第一に考えられ上  

う。この状況の二分化は、 Turner の言うシンボルの意味の二転化  
に基づくので（d8） 、「椿しのキリスト」をシンボルの感覚・欲望極  

に、「受難のキリ スト」をその観念・規範梅にそれぞれ配した横国  

が出来上がる。しかしそうではない。「癒Lのキリ スト」には病気  

結滞（感覚・欲望極の意味）のほかに母子関係（観念・規範極の意  

味）、「受難のキリ スト」には死一再生観（観念・規範魔の意味）  

のほかに受苦（感覚・欲望極の意味）という側面もそれぞれみられ  

る。つまり「嬉しのヰ■j スト」、「受難のキリスト」のそれぞれに  

おいてシンボルの意味が二極化するのである。小論で放ってきた様  

々な事象には、これら二つのキリ スト・イ メージの多様な意味を両  

棲的、間接的に選び取ってキリ スト・イメージを補完的に結像させ  

ている様相がみられた。   

民間治帝にしても民衆運動にしても、それらの事象に対疇するの  

はまず個人である。その段階で個々の事象にまず浮かび上がってく  

るのは身体感覚に訴えかけるものであり、ここに感覚・欲望魔の意  

味を強く持ったシンボルが介在する意義がある。と同時に、観念・  

規範極によって論拠づけられたシンボルとしてのキリ ストは、豊か  

なイノーージと して肉づけられることになる。具体的に述べるならば、  

民間治療においては、まず患者個人の健康が回復することの意味を  

「臆しのキリ スト」は担わされる。しかしこのキリ スト・イメージ  

が社会的に受容きれるのは、母子関係という社会に浸透した意味を  

発動させることによる。この過程を通して、患者個人にLか獲得き  

九なかった「癒しのキリ スト」のイメージは、社会全体に普遍化す  
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民間治療  
病気治療／プ  

1ヽ  

く  
癒しのキリ スト  

母子関係  
聖週間儀礼  ヰリ ス  

トく ＿再 一再生 

受難のキリ ス  
観  
民衆運動  

園：キ】j スト・イメージの意味作用  

ることになるのである。一方民衆運動においては、連動参加者が個  
人とLて彼の生命を危機に晒し、あるいは苦痛を受けることは確か  
であり、この意味で「受難のキリスト」もまずはじめは受育という  
様相をあらわにするはずである。しかし、「受難のキリ スト」のも  
とにあらゆる条件を持った人々が統合し、社会や国家を強力にまと  
める理念を共有する。死と復活の観念はそのために重要な機能を帯  
びることになる。この強大な喚短力のため、個人はむしろ「受難の  
キリ スト」の観念・規絶極の意味にしたがって行動するよ うにたる。   
これらの意味が一挙に捜示されるのが聖週間儀礼である。ここに  

おいて感覚・欲望傾が強くあらわれる「癒Lのキリ スト」と観念・  
規範極が強くあらわれる「受難のキりトスト」ほ、その板を転換させ  
たり、並列させたり した意味をあらわす。マリつ■の子と してのヰリ  
ストは「癒しのキ11スト」の観念・規範陰に、受苦するキリストは  
「受難のキリ スト」の感覚・欲望瞳に、それぞれ配されているから  
であら。しかしこう言った意味の梅の転換は“規範や価値は感情に  
上って満たされ、全体的、基礎的な感情は社会的価値との接触によ  
って高尚化される”（dl〉だけではない。ややもすればどちらかが強  
調きれがちな二つのキリ ストの豊かな意味を回復するのが儀礼であ  
り、翌週間儀礼の様々な演出によってシンボルのどちらかの隆を強  
調することをのがれた二つのキリスト・イメージは、定期的に生き  
生きとしたイノーージとなって、民衆の宗教的シンボルとなりうるの  

である。   
「癒しのキリ スト」と「受難のキリ スト」の双方がフ ィリ ピン民  
衆の宗教生活に深く刻印されており、これら二つのイメージが相反  
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することなく存在することは、宗教的シンボルが個人に内在化きれ  
る側面と、共同体を平準化して統合する側面とを表しているといえ  
る。シンボルは個体としての人間の生理的事象と共同体の双方に働  
きかけ、双方を連結させるのだと Turner は言う（d2〉。この働きを  
シンボルとしてのキリストは、「壊し」と「受動」という二つの側  
面を持ち、その各側面にイメージを想定きせ、それぞれに持つ感覚  
・欲望態と観念・規範隆をその時々に転換きせることによって達成  
しているのである。これが唯一のイメージでないことに上って、一  
方が個人の深みに降り立ってゆこうとするとき、他方は共同体の統  
合へとはせ上っていく方向に働きかける、という両方向への作用が  
可能となるわけである。  この様に二つのキリスト・イメージは一  
対となって個人と共同体を結び付ける機能を果たすと考えるならば、  
この二つのキリ スト・イノー・ジの有効性、つまりフ ィリ ピンのフォ  
ーク・カトリシズムの民衆生活における積極的な意味も明らかにな  
ってく る。フォーク・カトリシズムは共同体の中に個人を組み入れ  
てゆき、それと同時に個人の中に内在化きれてゆく。したがって共  
同体を統合していく過程で、決して個々人を置き去っていくわけで  
はない。個人がその生命や死に積極的な意味づけをおこなっていく  
フォーク・カトリシガムのシンボルが、共同体に形悠とまとまりを  
も与えるのである。この、個人と共同体の双方に働きかける点にこ  
そ、民衆生活におけるフォーク・カトリシズムの横短的な意味、有  
効性が見いだきれる＝＝㌔ ここに、民衆宗教研究の可能性が垣間見  
えている。  

付言己  

小輪は既存文献を中心としたキリ スト・イメージの抽出と、それ  
が実際に展開される聖週間儀礼の参与観察を論の柱とした。そのた  
め民衆宗教の上り広範な事象を扱うことに上って修正Lなければな  
らない点は多かろう。小論はいわば今後の叩き台として、個人と共  
同体をつなぎとめているがためにその関連性に目配り Lうる視角と  
前提を提供しているのである。   
前提に関連して、この様な研究がフ ィリ ピン民衆のキリ スト教化  
を捉えるものか、キリスト教のフ1リ ビン化を捉えるものか、とい  
った二者択一的な間垣について、ひとこと付言Lておきたい。結論  
から述べるならば、小論で示してきたことは、この様な二者択一的  
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な間硯を前提とするものではない。むLろその両者の方向性を包含  
し、津然となって実修される民衆宗教の様相を捉えることが必要で  
あると考える。無給、小論に示した姿勢、視点はキリ スト教から見  
た民衆という上りも、民衆から見たキリ スト教の方にウエイトが置  
かれていることには違いない。しかし、これはフ ィリ ピン民衆のキ  
リ スト教化かキリ スト教のフ ィリ ピン化か、といった問題には置き  
換えることはできない。なぜなら民衆が捉えたキリ スト教はその状  
況に合わせた自由な改編をしており、その結果キリスト教の意味の  
枠組みを獲得していく。一方、その意味の枠組みは民衆の宗教行動  
を規定したり、きらに改編することを要求したりする。この上うな  
往復運動の中にこそ民衆宗教の動態を解くかぎがあるのであって、  
一方が他方に同一化してしまったというのではしつく りこない部分  
が残りすぎる（11〉。  

／ト論で捉えたフォーク・カトリシズムは、他端雪痛が述べる「カ  
トリシガムの逆説的位相」に端的に示きれる。「植民地支配の道具  
としてのカトリ シズム」が民衆に選択的に受容きれることによって、  
フォーク・カトリシズムは植民地支配に対して逆説的な機能を担っ  
ていったのである（45）。これはフ ィリ ピン革命期のカトリシズムに  
ついて述べたものだが、上り一般的にはヨーロッパのカトリシズム  
について刺激的な輪を展開する蔵持不三他の言う「キリ スト教（会）  
のねじれの力学」にも通じるところであろう。教会の側について言  
えば、 糾現実の力学をいざLば信仰の給理に優先きせ、時には民衆  
のアジールとして、時には逆に加書者として 一一 より正確には、つ  
ねに両方の面を引き寄せながら － 、教会は民衆の歴史のうちに自  
らの地歩を固めていりたのだ。1王瓜二つの他に自らをねじり、よさ  
にその振幅のなかに民衆を上び込んだと言えるかもしれない’’＝6〉  

この様な教会のありようは ≠一見キリスト教化されたと思える民衆  
の伝統的・非キリ スト教的な慣行が、自らを多少なりとねじらせな  
がら、のちのちまで長く営まれたことを確認するだけでょい。つま  
り、キリスト教化における 〈吸収〉 とは、成立宗教による土着文化  
の単なる再解釈としてとらえるだけでなく、むしろ前者が後者のシ  
ナリオをほとんどそつく り温存することによって、民衆との間の帝  
離を縮／卜しようとした仕掛けとも考えられるのだ’’（47）。この点で、  
カトリ ック教会は教義から民衆までを大きな幅で動きながら、民衆  
を取り込もうとする。さらに民衆宗教への視角として、蔵持はいみ  
じく もこう指摘する。“民衆文化における非キリ スト教的要素のキ  
リ スト教化という側面だけでなく、キリ スト教的要素の非キリ スト  
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教化という側面をも見なければならない 川民衆を生かしたキリ ス  
ト教と、キリスト教を生かした民衆という位相を民衆文化のうちに  
追うことに上って、きらに、民衆文化とキリスト教とが互いの関わ  
りのうちで身に付けたねじれを解きほぐすこと●’り8－ が必要であ  

ると。   
上妃のような言及から言えることは、民衆をキリ スト教化するの  
に「したたか」であったのはカトリシズムばかりではないというこ  
とである。教会が「したたか」に民衆に迫ろうとすればするほど、  
民衆の方も「したたか」にカトリシズムを取り入れる。この様な「  
したたかさ」の競合の上に、フ ィリ ピンのフォーク・カトリシガム  
は存立しているのである。小論で描きえたのはその一端に過ぎない  
が、この「したたかさ」の様相を動態的に捉えることの豊幾は魅惑  
的である。  

（1） LyれCh；1984  

（2） Lic8uCO；1g82－a  

（3）ibid・p・12  

（4） シャーマン；1g74 p・35  

（5） Licnuco op・Cit■ p．41  
（6） シャーマン Op■Clt． pp．150－153  

（7） Salazar；1gる0  

（8） 寺田：1983－b．c．1986．1987など  

（9）“The Collective tIousehold under thelountain Flagr’の  

意。“Flag”とはキリストの復活を意味するキリストの旗を  

意味し、“lountain”とは聖母マリアの胸と理解きれている  

という。  

（10）「道具」の意。彼女はトランスに入っているときにも自分自  

身は神の使いであるとして、自身の権威を否定する。つまり、  

彼女自身の神性は否定される。  

（11） 寺田；1986 p▲156  

（12〉 寺田；19＄7 p．163  

（13）ibid・ p・186  
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（14） －その患者に宿っていると思われる霊に対して、「あなた様  

はどなたですか」とたずねるわけです。その人物の身体に宿  

っているのが悪霊の場合には、なかなか答えがかえってきま  

せん。善霊だと「私はこういう霊だけれども、この者はち⊥  

つと患いことをしたので、こらしめているところだ」という  

ょうな答えがかえってくることもあります”（寺田；1g83－C  

p・14）。  

（15） 寺田：1g83－C p・126  

（16） 山形孝夫は治癒神の特長のひとつに －母子神、つまり母神と  

一対になっている子神であること”をあげている（山形；19－  

81 p．26）。また、石田英一郎は水神i子の特長とLて、女  

性神が処女懐胎に上って生まれた男性の子神と共にあらわれ  
て豊■力をあらわす点を緒赫している（石田；1984）。  

（17）Ileto；197g p・48  

（18）ibid・ p．62  

（1g）ibid・ p・72  

（20） 他端：1987 PP．115－118  

（21）Ileto op・Cit・ p・113  

（22） 池端  op・CitL pp・118－119  

（23）Ileto op・Cit■ p・112  

（24）ibid・ pp・128－12g  

（25）ibid・ p・132  

（28〉 ibid・ p・1g5  

（27）ibid・ p．208  

（28） 他端  op・Cit▲ pp．2鋸卜240  

（2g）Ileto op・Cit・ p・287  

（30） このうち⑯だけは教会の所有で、他の聖像はいずれも個人所  

有となっている。これらの聖像をもっている家は、スペイン  

到来時代、聖像の所有を認められたという旧家である。  

（al） 教会に属する男性信者のうち50続くらいの信者が毎年12名選  

ばれる。  

（32〉 フィリ ピンのほとんどの教区は、信者に対する司祭数が少な  

く、在俗看で聖体を授けることのできる在俗聖t者がいない  

と、ミサに支障を来たす。  

（33）十字架の道行きは、柴トー僅から弟十四留まであるが、町の通  

りに作られたステーションは13ケ所で、弟十四留は教会で行  

われるb  
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（34） 釘、梯子、ロープ、耳、サイコロなど。聖書の中に措かれて  

いるキリ ストをイメージきせるもの。  

（35）七体のニワトリは、自ニSt▲Peter、責＝People Po▼er、黒＝  

Pe8Ca With All、オレンジ＝Resurrection、線＝l11eluya、  

赤＝King of Ⅸings、ピンク＝Crist risenといった名前が付  

けられている。  

（36） たとえば寺田；1983→8  

（37） Lynch op・Cit・  

（38） Demetrio；1978  

（39） エヴアンス＝プリ チャード：1g82 P．476  

（40） シンボルの意味は、社会組織、集団化、構造的関係の規範や  

価値観に働き掛ける観念・規範橿と、生理的現象に働き掛け  

る感覚・欲望撞とに二極化する（Turner；1g76）。なお観念  

・規範極とはideologikalpole、感覚・欲望極とはsensory  

poleの択百育と してここで用いることにする。  

（41）ibid・ p・30  

（42） Turner：1g74  

（43） この様なフオ－－ク・カトリシズムの機能は先行研究の示すと  

ころでもある。たとえばJocaれ0はフォー一ク・カトリ シズムは  

認知的側面において個人の感覚や感情に訴えかけ、儀礼的側  

面においては社会組織化の方向に働くという（Jocano：1g＄7）。  

またVergoteはフォーク・カトリシズ ムは「慣習の宗教」と  
して、共同体に共通の同一意紙を与えると共に、その成員個  

々人には自己確信の感情を与えるものだという（Vergote；川  

82）。  

（44） この様な視点はシンクレティ ズム輪から来るものであろうが、  

“「シンクレティ ズム」という概念は、記述の出発点ではあ  

りえても、分析の結論とはなりえない （関本；1982 P．1－  

38）。小論にそのような二者択一的な閉場をつきつけること  

は、この結論にならない結論を求めることにほかならない。  

（45） 池端；1987  

（46） 蔵持；lg88 PP．236－237  

（47）ibid p・238  

（48）ibid・ p・240  
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